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ツアー概要

 本事業では、名刹「慈眼寺」を舞台に新居浜市が誇る「回遊式日本庭園」が一望できるロケー
ションで、四国中央市の伝統工芸「伊予水引」をアクセサリーづくりで体験していただきます。
そのあとは篠笛生演奏を楽しみながら現代の名工篠原オーナーシェフが本ツアーの為に用意した
フレンチフルコースをペアリング付きでいただきます。最後にはご住職より講話をいただき、本
ツアー用に御朱印を授けていただきます。慈眼寺のあとはタクシーで新居浜市唯一の酒蔵「近藤
酒造」まで移動します。ここでは、クラフトジンの蒸留体験と酒蔵見学といったレアな和文化を
体験していただき、銘酒「華姫桜」の飲み比べをしていただきます。

 続いて、西条市にある「ITOMACHI HOTEL 0」までタクシーで移動します。当ホテルは日本初の
ゼロエネルギーホテルで持続可能なSDGｓを推進している地域密着型の施設です。夕食は日本料
理Musubiで地元食材を贅沢に使ったシェフズテーブルをペアリング付きでお召し上がりいただき
ます。Musubiは、2024年11月にオープンした店舗ですが、吉田料理長は、ザ・リッツカールトン
大阪の「花筐」で23年間、JWマリオットホテル奈良の「校倉」で4年間、統括料理長を務めた豊
富な経験を武器に腕を振るっていただけます。宿泊は、 ITOMACHI HOTEL 0のお部屋でも上級な
寛ぎを味わって頂けるようにヴィラをご用意しました。

 ２日目は、ホテルの朝食の後に西日本最高峰の石鎚山から大地の恵みをタップリと含んだ名水
「うちぬき」の自噴井を名水ガイドと一緒に巡っていただきます。最後には、海の中から自噴す
る「弘法水」も見て飲んで西条市の自然と文化に触れていただきます。

 新居浜市と西条市の名所、文化及び食を惜しみなく詰め込んだツアーとなっています。



ツアー行程

11:00 松山空港 集合（タクシー移動）

12:00 慈眼寺

水引アクセサリーづくり体験（抹茶）

13:40 住職講和、回遊式日本庭園散策

御朱印お渡し

14:00 フレンチフルコースペアリング付

篠笛生演奏、水引アクセサリーお渡し

15:30 近藤酒造（酒蔵・蒸留所見学、試飲）

17:30 ITOMACHI HOTEL 0

チェックイン、マルシェ散策ほか

19:00 日本料理Musubi

シェフズテーブルペアリング付

21:00 解散、就寝

2025年12月1日（月）：1日目 2025年12月2日（火）：2日目

08:00 ITOMACHI HOTEL 0

朝食（デリカテッセンスタイル）

09:30 西条市観光交流センター

名水「うちぬき」自噴井、観光スポット

弘法水 お土産お渡し、解散

11:30 松山空港

クロージング、アンケート

※ 全行程 終了



コンテンツイメージ ①

慈眼寺

 約440年の歴史を誇る新居浜の名刹

 回遊式日本庭園は普段は非公開

 ご住職の堅苦しくなく楽しい講話

水引アクセサリー

 水引細工は四国中央市の伝統工芸

 経験豊富な講師陣が優しく指南

 新居浜市の特産品を組込む

篠笛演奏

 篠笛は篠竹から作られる管楽器

 神社仏閣の祭事には欠かせない

 阿部氏は以前「鼓童」に在籍



欧風レストランSHINOHARA

 篠原伸明 オーナーシェフ

 「現代の名工」ほか数々受賞

 地元食材に拘りオリジナルコースを
提供

近藤酒造

 新居浜市で唯一の酒蔵

 代表銘酒「華姫桜」

 クラフトジン蒸留体験、酒蔵見学、
銘酒試飲

ITOMACHI HOTEL 0

 日本初のゼロエネルギーホテル

 給水は「うちぬき」。アメニティは
オーガニック素材、地産地消など
SDGｓを推進

 宿泊はゆったりとヴィラをご用意

コンテンツイメージ ②



日本料理 Musubi

 吉田信一 料理長

 外資系有名ホテルで統括料理長歴任

 地元食材に拘りシェフズテーブルを
提供

日本料理 Musubi

 夜景

ITOMACHI HOTEL 0

 朝食（ イメージ ）

名水めぐり

 ガイドと「うちぬき」自噴井を巡る

 名所や歴史文化のお話も聞ける

 海中から？不思議な「うちぬき」

コンテンツイメージ ③

P.8
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